
1 実施日 平成27年6月20日（土）14:00～16:00
2 実施場所 滝野文化会館　大ホール
3 参加者 128名（保育園：12　幼稚園：10　小学校：57　中学校：35　その他：14）
4 講師　　　説明
　　　　　　フォーラム 高松第一小学校・第一中学校　学校長　川上　伸吾　氏

高松第一中学校PTA　会長　原　大策　氏
高松第一小学校PTA　前会長　西口　潤　氏

フォーラム参加者 加東市連合PTA　副会長　岸本　吉博　氏　
加東市連合PTA　研修部長　前田　一　氏　
加東市連合PTA　会計　田邉　浩一　氏　

5 アンケート結果 回収アンケート数98（76.6％）
設問
1 どの中学校区からお越しですか。

社 50 51.0%
滝野 25 25.5%
東条 23 23.5%
計 98 100.0%

2 研修会を終えて、小中一貫教育への理解が深まりましたか。
全体数 全体％ 社数 社％ 滝野数 滝野％ 東条数 東条％

よく深まった 37 37.8% 18 36.0% 11 44.0% 8 34.8%
少し深まった 55 56.1% 28 56.0% 13 52.0% 14 60.9%
あまり深まらなかった 4 4.1% 3 6.0% 1 4.0%
全く深まらなかった 1 1.0% 1 4.3%
無回答 1 1.0% 1 2.0%
計 98 100.0% 50 100.0% 25 100.0% 23 100.0%

3 今後、連合PTAで研修会を行って欲しいテーマはありますか（複数回答可）
全体数 全体％ 社数 社％ 滝野数 滝野％ 東条数 東条％

小中一貫教育 55 41.7% 27 39.2% 13 43.4% 15 45.6%
子育て 23 17.4% 16 23.2% 3 10.0% 4 12.1%
人権 5 3.8% 4 5.8% 1 3.0%
男女共生教育 4 3.0% 3 10.0% 1 3.0%
進路 18 13.6% 9 13.0% 3 10.0% 6 18.2%
食育 7 5.3% 5 7.2% 1 3.3% 1 3.0%
その他（地域交流） 1 0.8% 1 3.0%
無回答 19 14.4% 8 11.6% 7 23.3% 4 12.1%
計 132 100.0% 69 100.0% 30 100.0% 33 100.0%

4 今日の研修会についてご感想や疑問点、聞いてみたいこと【自由記述】
社
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平成27年度加東市連合PTA研修会アンケート結果

具体的な学校活動、どんなことをしているといったものが見えたような気がします。私の子どもはもう大きいです
が、孫の時代はどうなっているか…。楽しみです。今、まさに学校でしている縦割り班はとても良い活動で、それ
を取り入れている学校で大きくなっている子どもは、今後、人間性に大きな子に育ってくれるのかな、と期待して
います。質疑応答を聞いていると、今、米田小学校が行っていることが、そのまま大きくなるのかな、と思えまし
た。

※「よく深まった」「少し深まった」を合わせると93.9％であるので、本研修会で小中一貫教育への理解が深まっ
たと考えられる。

小中一貫先進校の様子が伝わってきた。子どもの人数が増え、日々、新しい人との関わり合いがたくさん生ま
れることは大切だなと思った。教職員も増えることで、協力をうまくし合えば負担も減るような気がする。小規模
校は今の段階でも、子どもの少なさから教育において（良さもあるが）支障をきたしている点が多い。職員も減
り、ますます負担も多くなっている。小中一貫教育へ変わるときは大変なこともあるかもしれないが、生まれるメ
リットも楽しみである。

新しく生み出すための準備がものすごく大変だと感じた。
時間を十分にかけて話し合い、子ども達の学びの保障をしっかりと作っていけるよう、みんなで協力していけた
らと思います。

実践に基づくお話で大変参考になりました。
今日の話を聞いて、不安から期待に変わりました。
事例は、もっと多く聞いてみたいです。

加東市教育委員会小中一貫教育準備室　室長　柴崎俊之
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小中一貫教育のイメージがわいた。進めてほしい。
参加者が意外に少ないのが残念だった。これが、加東市の現状なのか。

加東市が目指す小中一貫教育のモデル校になる学校だと思いました。校長先生、PTA会長さん達が学校をと
ても愛されて誇られていることが伝わってきました。

良い話が聞けたと思っていますが、実感でないのが現状。数年後のことを考えればよいのだろうが、変化して
いくことに直面して、することに不安がある。

教育課程の統合ではなく、子どもを連続的に見守るための一環なのだということに一番驚きました。加東市の
データについては、東条地域の不安に思っている割合が高いのと、有効でないと思っている方々の割合が高い
のに関連があるのか、どういう意味が含まれているのか興味があるし、分析見解が聞きたいです。

これから先考えていかなくてはいけないことの光が少し見えたように思います。子ども達の未来のためにより良
い環境をこれからも考えていきたいです。

何かがなくなるということは、また新たに何かが生まれるのだなあと発見がありました。企画が良かったと思い
ます。市教委の説明は、もう少し滑らかにお願いします。

小中一貫校の具体的なイメージがわきました。次は、加東市の条件に合うような先進校の実践を聞きたいで
す。

加東ともっと地域の環境の似た地域の一貫校の話が聞きたかったです。（バス通学をされているような）

一貫校のデメリットは。異年齢交流は小規模校でもできているのではないか。多くの人間関係を学べないかもし
れませんが。

制服が変わる際、負担や。

高松第一学園の実績はよくわかったが、加東市においてはどういうものがいいのかは、まだわからない。

高松市より来ていただき、実際のお話を聞かせていただいたこと、本当にありがたく思います。

高松第1学園の教職員の方々の意見を聞いてみたいと思いました。小中の教職員のすりあわせ事項は、カリ
キュラムをはじめとして、膨大な数に及ぶと思われます。それをどのように進められたのか。すりあわせの際の
問題点は何なのか。それを明らかにしていただきたい。進めていくのは、現場の教職員なので、その共通理解
が一番大切だと思います。

未就学児を持つ保護者に対しての説明が課題だと思いますが、どのようにされていたのかが、高松市では明
確でなかったのが残念です。

少し地域性の違いがあるように思いました。
詳しい取組内容が聞けたので、イメージできました。大変良い研修会でした。
具体的なプランの説明や教科担任制の取り入れ方などわかるように説明なり、資料なりが頂けたら良かった。
小中一貫教育を進めていく中で、平成33年度以降というのは6年後、その時に関係のある年代へアンケート調
査の実施をお願いしたい。先生方のご意見も聞かせていただきたい。結局、加東市の目指す小中一貫はどう
いったものなのかが、わかりませんでした。

研修会前より小中一貫教育について分った気がする。
本日は、ありがとうございました。
高松の場合、統合条件として地理的条件がそろっていることは、一貫教育として成功した理由だと思う。一部ス
クールバスも常設であったようだが、加東の場合はすべてを一度にやるため、不透明である。市教育委員会も
現在構想中の案をもっと保護者に知らせるべき。

子ども同士の関わりを大切にされているとても素晴らしい小中一貫校だと思いました。共感する部分もたくさん
あり、小中一貫に向けて前向きになれた気がします。

現在、中1、小１の母親です。小学校と中学校の教育方針が大きく違ったところがあります。中学校では成長期
の反抗期にあり、乱れる子が増えると厳しく指導されると思います。今日の先進校の話の中には、「人とかかわ
る教育方針」と思います。その中でも対応はどうされようと考えておられるのか聞かせていただきたい。

小中一貫教育が実現すれば、小学校中学校別々に学ぶよりも子供たちにとても良い経験が多くできそうだと思
いました。

メリットはたくさん聞かせていただきました。デメリットについても聞いてみたい。

お話を聞いて、小中一貫教育への理解はできましたが、まだ、不安な部分もあります。思春期の中学生と小学
生の関わりなど…。

課題を抽出し、対策立案の必要性を痛感しました。教育委員会の積極的な対応を望みます。
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良い点が見えましたが、「東条地域」がH33に統合するとなると、やはり不安が残ります。もっともっと統合に向
けて計画内容や教育カリキュラムを計画して発表して欲しいです。小・中が一緒に活動する姿は感動的でした。
そうなればと願います。

バス通学の児童、生徒が増えるのは子どもにとっては大変です。加東市に一体型の一貫校を作るのは反対で
す。

高松第一は、うまくいっている例だと思います。どうして小中一貫したのか、ということが2年間かけていろんな
分野の人が集まって決めている。加東市とは違いますね。加東市は市職だけで決めて、いきなり「小中一貫し
ますよ」「これ以外ありません」みたいなことしてます。誰もついてきませんよね。

仮に計画通りに進んだ場合、最初の数年間は、いろいろ問題が出ると思うが、その時期に子供を通わせるの
が不安です。

教師の仕事が増え、負担が大きくなるのでは、と危惧される。

カリキュラム作りが大変だと感じた。行事の精選、選択も。小中一貫のメリットがたくさんわかって良かったで
す。

子どもはいつも「政策」「制度」の実験台。何年もたって、「失敗だった」と言われないよう「大成功」だと言われる
よう、先生も勉強、親も勉強、みんな努力。


